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９
月
12
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回
定

例
会
で
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
３
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

北
島
議
員

　

近
年
、老
人
住
宅
や
町
営
住
宅
、

温
泉
の
改
修
工
事
、
商
業
活
性
化

施
設
の
建
設
な
ど
、
多
額
の
予
算

を
投
じ
た
事
業
が
多
く
な
っ
て
い

る
。

　

31
年
度
に
は
保
育
所
の
新
設
工

事
も
控
え
る
中
、
観
光
の
中
心
で

あ
る
観
光
セ
ン
タ
ー
の
合
併
浄
化

槽
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
に
よ
る
悪

臭
の
問
題
や
融
雪
・
豪
雨
に
よ
る

河
川
等
の
護
岸
の
崩
壊
や
農
地
へ

の
水
の
流
入
な
ど
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
起
こ
っ
て
い
る
が
、
町
の

対
応
は
応
急
処
置
程
度
が
殆
ど
で

根
本
の
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
新
設
の

保
育
所
に
隣
接
し
た
公
園
の
整
備

な
ど
も
企
画
し
て
い
る
よ
う
だ
が

必
要
性
に
疑
問
を
感
じ
る
。
31
年

度
か
ら
10
か
年
の
「
北
竜
町
総
合

計
画
」
を
策
定
中
で
あ
る
と
思
う

が
し
っ
か
り
と
し
た
予
算
を
か
け

既
存
の
環
境
整
備
も
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
お
聞
か
せ

願
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

町
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
は
、
現
状
で
の
課
題
解

決
や
町
民
か
ら
の
要
望
を
踏
ま

え
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
観
光
セ
ン
タ

ー
の
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
汚

泥
汲
み
取
り
の
回
数
を
増
や
す
事

で
対
応
し
た
が
、
次
年
度
以
降
に

つ
い
て
は
調
査
結
果
を
踏
ま
え
前

向
き
に
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
18

あ
る
町
河
川
に
つ
い
て
は
、
全
て

を
調
査
・
改
修
す
る
に
は
多
額
の

経
費
と
日
数
を
要
す
た
め
、
継
続

的
に
実
施
し
て
い
る
護
岸
整
備
や

河
床
掘
削
、
立
木
伐
採
な
ど
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
他
町

で
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
町
民
の
や

す
ら
ぎ
と
憩
い
の
場
と
し
て
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
町
外
か
ら
の

移
住
定
住
者
や
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
計
画
し
て
い
る
。

　

現
在
策
定
中
の
新
た
な
総
合
計

画
は
新
規
事
業
に
加
え
、
各
公
共

施
設
の
改
修
、
更
新
、
各
種
施
策

を
検
討
し
、
緊
急
性
を
配
慮
し
つ

つ
、
中
期
財
政
計
画
や
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
計
画

的
か
つ
効
率
的
な
実
施
に
努
め
る

と
と
も
に
、
国
・
道
等
の
補
助
金

活
用
も
見
据
え
実
施
年
度
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

北
島
議
員

　

す
べ
て
の
町
河
川
や
町
道
、
水

道
の
改
修
・
整
備
に
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
事
、
国
や
道
の
補
助

事
業
も
年
々
要
件
が
厳
し
く
な
り

採
択
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
事
も

承
知
し
て
い
る
が
、
災
害
等
で
補

助
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
箇

所
だ
け
を
復
旧
し
て
も
隣
接
す
る

部
分
が
再
度
崩
壊
す
る
と
い
っ
た

危
険
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、
今
回
の
豪
雨
で
崩
落

し
た
尻
無
川
の
護
岸
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
以
前
か
ら
老
朽
化
の
た
め
対

岸
が
融
雪
に
よ
り
２
度
崩
落
し
て

お
り
、復
旧
工
事
は
な
さ
れ
た
が
、

当
時
か
ら
未
施
工
箇
所
は
不
安
視

し
て
い
た
。
町
道
も
隣
接
し
て
お

り
、
も
し
崩
落
規
模
が
大
き
け
れ

ば
地
域
住
民
の
生
活
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
町
も
、

あ
る
程
度
、
事
前
対
処
が
必
要
な

箇
所
は
把
握
し
て
い
る
と
思
う
の

で
、
そ
の
よ
う
な
場
所
に
ウ
エ
イ

ト
を
置
い
た
予
算
配
分
は
出
来
な

い
の
か
。

佐
野
町
長

　

今
後
も
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
想

定
外
の
大
雨
に
対
処
す
る
為
、
建

設
課
を
中
心
に
町
河
川
の
洗
い
出

し
を
し
て
い
き
た
い
。
全
て
の
調

査
・
改
修
は
出
来
な
い
が
都
度
、

補
修
・
応
急
処
置
を
し
な
が
ら
現

場
の
状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
議

員
の
言
わ
れ
る
と
お
り
に
な
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
う
が
、
総
合
計

画
に
な
い
も
の
も
緊
急
性
に
応
じ

て
実
施
し
て
い
く
。

北
島
議
員

　

災
害
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
場

所
を
事
前
に
改
修
す
る
事
が
町
民

議会広報委員会Ｎｏ．３２９

北
島
議
員

 

町
内
に
お
け
る「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」

         

の
優
先
順
位
に
つ
い
て
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山
本
議
員

 

排
水
機
場
の
現
状
に
つ
い
て

山
本
議
員

　

今
年
７
月
３
日
大
雨
が
降
り
、

町
内
そ
れ
ぞ
れ
の
排
水
機
場
に
於

い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

○
碧
水
排
水
機
場
に
於
い
て
は
エ

ン
ジ
ン
の
不
調
に
よ
り
排
水
中
に

２
度
に
わ
た
り
排
水
が
出
来
な
く

な
っ
た
。

○
和
排
水
機
場
に
於
い
て
は
岩
見

沢
の
機
械
メ
ー
カ
ー
が
来
て
排
水

作
業
を
し
た
。

○
培
本
社
排
水
機
場
に
於
い
て
は

４
時
間
程
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
ず

排
水
作
業
が
遅
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
大
き
な
被
害
の
発
生

が
無
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
点
検
整

備
が
不
十
分
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

佐
野
町
長

　

本
年
７
月
の
局
地
的
な
豪
雨
に

よ
る
内
水
位
の
上
昇
に
よ
り
、
町

内
３
ヶ
所
の
排
水
機
場
が
排
水
作

業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各

排
水
機
場
は
、
例
年
春
先
に
保
守

の
生
活
を
守
る
上
で
の「
緊
急
性
」

で
あ
っ
て
公
園
の
整
備
等
に
予
算

を
さ
く
事
で
は
な
い
と
思
う
。
毎

年
、
１
か
所
で
も
２
か
所
で
も
、

し
っ
か
り
予
算
を
組
ん
で
対
処
す

べ
き
だ
と
思
う
。

佐
野
町
長

　

し
っ
か
り
調
査
し
た
上
で
緊
急

性
に
応
じ
て
総
合
計
画
に
も
反
映

し
、
改
修
計
画
も
立
て
て
い
き
た

い
。

大
矢
建
設
課
長

　

河
川
計
画
を
作
成
す
る
に
は
18

河
川
の
調
査
だ
け
で
５
年
か
ら
10

年
か
か
る
。
調
査
実
施
計
画
は
記

載
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
総
合

計
画
の
10
年
間
の
中
で
河
川
ご
と

の
優
先
順
位
を
つ
け
た
施
工
計
画

を
記
載
す
る
事
は
困
難
。

北
島
議
員

　

助
成
や
補
助
事
業
在
り
き
で
は

な
く
、
町
費
持
ち
出
し
で
あ
っ
て

も
、
住
民
や
町
が
把
握
し
て
い
る

要
注
意
河
川
等
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
そ
の
よ
う
な
箇
所
を
積
み
上

げ
て
事
前
対
処
に
心
が
け
て
頂
き

た
い
。

点
検
業
者
に
業
務
委
託
を
行
い
ポ

ン
プ
及
び
各
種
操
作
設
備
等
の
保

守
、
始
動
点
検
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

 

し
か
し
な
が
ら
各
排
水
機
場
は

建
設
か
ら
和
で
30
年
、
培
本
社
で

28
年
、
碧
水
で
25
年
経
過
し
て
お

り
こ
の
間
、
各
種
機
器
類
及
び
施

設
の
補
修
等
を
行
っ
て
き
た
が
経

年
劣
化
は
否
め
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
施
設
並
び
に
各
設
備
の
補
修
、

更
新
計
画
を
進
め
て
行
く
。
ま
た
、

運
転
操
作
訓
練
等
も
定
期
的
に
実

施
し
、
計
画
的
な
維
持
管
理
に
努

め
る
。

松
永
議
員

 

北
竜
町
地
域
公
共
交
通

              

に
つ
い
て

松
永
議
員

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
登
録
に
つ
い

て
、
気
づ
い
た
点
を
申
し
上
げ
た

い
。
ま
ず
、
運
行
時
間
に
つ
い
て

不
備
・
不
公
平
を
感
じ
た
。
地
域

に
よ
っ
て
運
行
が
さ
れ
な
い
時
間

帯
が
あ
り
、
乗
車
で
き
な
い
人
が

居
る
。
人
口
１
，
８
８
０
人
、
65

歳
以
上
が
８
２
５
人
、
率
で
４
３
．

９
％
、
75
歳
以
上
が
４
９
８
人
、

率
で
２
６
．
５
％
と
多
く
の
高
齢

者
が
い
る
中
、
年
齢
に
よ
っ
て
は

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
て
い

る
人
も
お
り
、
通
院
・
買
い
物
な

ど
移
動
の
足
が
よ
り
必
要
に
な
る

と
考
え
る
。

　

地
域
公
共
交
通
は
平
成
27
年
度

よ
り
施
行
し
て
い
る
が
、
地
域
公

共
交
通
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
何
人

で
協
議
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に

つ
い
て
は
現
在
ど
こ
ま
で
、
進
ん

で
い
る
の
か
。

　

他
の
自
治
体
に
お
い
て
は
運
行

内
容
を
改
善
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
今
後
、
北
竜
町
地
域
公
共

交
通
に
つ
い
て
の
内
容
の
改
善
は

考
え
て
い
る
の
か
、
理
事
者
の
考

え
を
伺
う
。

佐
野
町
長

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
和
ハ
イ
ヤ
ー

に
委
託
で
、
美
葉
牛
碧
水
方
面
５

便
、
竜
西
和
方
面
６
便
の
運
行
を

行
っ
て
い
る
。
質
問
の
あ
っ
た
運

行
が
さ
れ
て
い
な
い
時
間
帯
と
は

美
葉
牛
碧
水
方
面
の
８
時
40
分
役

場
着
の
便
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
時
間
帯
に
は
住
民
混
乗
ス
ク

ー
ル
バ
ス
が
２
便
運
行
し
て
お
り
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
代
用
と
考
え
て

い
る
。

　

し
か
し
、
指
摘
の
と
お
り
高
齢

化
率
の
上
昇
や
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の

た
め
、
ま
た
、
利
用
者
か
ら
は
ア

ン
ケ
ー
ト
で
意
見
聴
取
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
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運
行
の
見
直
し
も
有
り
得
る
と
考

え
て
い
る
。　
　
　

　

な
お
、
地
域
公
共
交
通
会
議
の

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
委
員
18

名
・
事
務
局
３
名
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

有
馬
住
民
課
長

　

北
竜
町
高
齢
者
運
転
免
許
証
自

主
返
納
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
は
15
名
、
28
年

度
は
８
名
、
29
年
度
は
12
名
、
30

年
度
は
現
在
の
と
こ
ろ
７
名
の
方

が
そ
れ
ぞ
れ
返
納
さ
れ
て
い
る
。

ト
ー
タ
ル
で
は
42
名
に
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
、
そ
の
方
達
に
は
３
年
間

利
用
で
き
る
５
万
円
分
の
タ
ク
シ

ー
チ
ケ
ッ
ト
を
贈
呈
し
て
い
る
。

実
績
に
つ
い
て
は
27
年
度
が
２
６
．

２
万
円
、
28
年
度
は
１
９
．
３
万

円
、
29
年
度
は
３
９
．
８
万
円
の

利
用
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

松
永
議
員

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
家
の
前
ま
で

来
な
い
。
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
家
の

前
ま
で
来
る
が
、
こ
れ
は
不
公
平

で
は
な
い
か
。
人
数
が
少
な
く
と

も
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
委
託
業

者
の
能
力
が
あ
る
か
ら
、
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
少
し
で
も

公
平
と
な
る
よ
う
に
考
慮
し
て
頂

き
た
い
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
つ
い
て
、
教
え
て
頂
き
た

い
。

　

さ
ら
に
、
地
域
公
共
交
通
会
議

の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
会
長
は
副

町
長
だ
が
、
国
土
交
通
省
や
空
知

振
興
局
、
バ
ス
関
連
の
委
員
な
ど

い
る
が
、
簡
単
に
集
ま
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
。
返
納
に
つ
い
て
一

定
の
効
果
は
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
高
齢
者
に
も
っ
と
配
慮
が
必

要
と
考
え
る
が
、
理
事
者
の
考
え

を
伺
う
。

佐
野
町
長

　

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ

い
て
は
大
き
な
効
果
が
あ
り
、
死

亡
事
故
死
ゼ
ロ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
全
国
で
こ
の
事
業
は

北
竜
町
が
最
初
に
行
っ
て
お
り
、

町
と
し
て
の
体
制
は
評
価
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

各
時
間
帯
の
中
で
、
対
応
し
て

い
ま
す
事
に
つ
い
て
は
理
解
願
い

た
い
。
た
だ
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は

自
宅
に
は
来
な
い
、
不
公
平
に
つ

い
て
は
理
解
で
き
る
。
不
便
と
言

う
声
に
つ
い
て
、
会
議
で
話
さ
れ

た
結
果
を
も
っ
て
、
そ
の
都
度
、

改
善
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
会
議
の
年
度
は
10
月
か

ら
９
月
と
な
っ
て
お
り
、
10
月
改

正
と
な
っ
て
い
る
。
６
月
の
会
議

で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
時
刻
に
つ
い

て
協
議
し
て
お
り
、
中
身
に
つ
い

て
は
毎
年
変
更
・
改
善
し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は

利
用
者
よ
り
委
託
業
者
に
提
出
さ

れ
、
会
議
に
反
映
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
に
つ
い
て
は

国
の
補
助
金
を
い
た
だ
い
て
運
営

し
て
い
る
。
ま
た
、
会
議
開
催
に

つ
い
て
は
陸
運
支
局
等
と
打
合
せ

を
し
、
副
町
長
が
会
長
と
な
っ
て

会
議
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
協
議

会
名
で
案
内
を
し
、
出
席
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

今
年
は
災
害
が
多
い
。
９
月
５

日
に
や
っ
て
来
た
大
型
台
風
21
号
、

６
日
の
北
海
道
胆
振
東
部
で
発
生

し
た
地
震
な
ど
、
考
え
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
が
沢
山
あ
る
。
小
さ
い
時

か
ら
、
停
電
は
何
度
も
経
験
し
て

き
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
先
日
の

よ
う
に
長
い
時
間
の
停
電
は
無
か

っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
た
だ
、
昔

は
水
道
が
井
戸
水
で
、
炊
飯
器
が

ガ
ス
釜
、
ト
イ
レ
は
汲
み
取
り
式
、

ス
ト
ー
ブ
は
薪
・
石
炭
ス
ト
ー
ブ

だ
っ
た
の
で
、
そ
う
感
じ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
回
の
停
電
期
間
は
町
内
で
お

お
よ
そ
、
和
地
区
で
半
日
、
碧
水

地
区
で
１
日
だ
っ
た
が
、
非
常
に

長
く
感
じ
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
経
営
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

照
明
、
Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
、
今
回
、
暖

房
は
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
電

気
に
依
存
す
る
生
活
に
慣
れ
過
ぎ

て
い
る
と
感
じ
た
。
電
気
ブ
レ
ー

カ
ー
を
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
し
て
、
発
電
機

に
よ
り
、
施
設
内
に
通
電
し
、
ほ

っ
と
し
た
。
Ｔ
Ｖ
の
地
デ
ジ
チ
ャ

ン
ネ
ル
放
送
は
入
ら
ず
、
Ｂ
Ｓ
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
放
送
は
入
っ
た
、
そ

こ
に
は
情
報
が
あ
り
安
心
し
た
。

短
い
時
間
の
出
来
事
だ
が
、
食
材
、

日
用
品
が
消
え
た
、
燃
料
が
少
し

し
か
手
に
入
ら
な
い
。
ま
た
、
車

を
運
転
し
て
感
じ
た
こ
と
は
道
路

が
寸
断
さ
れ
て
い
た
ら
、
ど
う
な

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
病
院
へ

は
ど
う
対
応
で
き
る
の
か
。
短
期

間
で
は
あ
る
が
、
色
々
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

　

文
明
社
会
の
中
で
生
活
し
て
い

る
。
考
え
が
ま
だ
ま
だ
甘
く
、
電

気
が
つ
い
た
時
、
こ
れ
で
大
丈
夫

と
思
っ
た
。
こ
の
後
数
日
間
、
物

資
の
流
通
が
悪
く
な
る
。
物
が
製

造
さ
れ
て
い
な
い
し
、
倉
庫
か
ら

も
の
が
出
て
こ
な
い
。
道
内
全
て
、

被
災
を
受
け
た
の
だ
か
ら
、
当
た

り
前
。
自
分
の
周
り
し
か
見
え
て

い
な
い
こ
と
に
情
け
な
く
感
じ
た
。

被
災
し
た
時
の
生
活
、
避
難
場
所

で
の
生
活
を
今
一
度
考
え
る
。
被

災
の
少
な
い
地
域
に
い
る
が
、
も

っ
と
、
し
っ
か
り
と
災
害
に
つ
い

て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
う
。  　

(

藤
井
雅
仁)
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平成30年第3回定例会（会期：9月12日～14日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 北島 藤井 小松 佐光 小坂 松永 山本 佐々木

専決処分の承認を求めることについて　　　　　　　　　　　　　　　
〔平成 30 年度北竜町一般会計補正予算（第 2号）について〕

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

公平委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

財産の無償譲渡について（旧アパレル縫製工場） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

財産の無償譲渡について（旧鉄道官舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

公益法人等への職員の派遣等に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

乳幼児等医療費の助成に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北空知葬斎組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北空知葬斎組合の解散について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北空知葬斎組合の解散に伴う財産処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北空知衛生センター組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町一般会計補正予算（第 3号）について（原案） × × ○ ○ × × × －

※平成 30 年度北竜町一般会計補正予算（第 3号）については
修正動議が提出されました（後記）

平成 30 年度北竜町一般会計補正予算（第 3号）について（修正案） ○ ○ × × ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第 2号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第 1号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第 1号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町農業集落排水事業
及び個別排水処理事業特別会計補正予算（第 2号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成 30 年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第 1号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数
質疑
０件

質疑
１件

質疑
１件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
１件

質疑
１件

－

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています。）■議員の賛否の公表

決算審査特別委員会　　（9月13日～14日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 北島 藤井 小松 佐光 小坂 松永 山本 佐々木

平成 29 年度北竜町一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － △

平成 29 年度北竜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 29 年度北竜町立診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 29 年度北竜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 29 年度北竜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 29 年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 29 年度北竜町農業集落排水事業
及び個別排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ － ○ － ○

平成 29 年度北竜町簡易水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ － ○ － ○

決算委員会における質疑の件数
質疑
２件

質疑
１件

質疑
２件

質疑
０件

－
質疑
４件

－
質疑
２件

町内会長との意見交換会（6月29日）で出された意見を質疑をいたしました。

質疑項目 質疑内容 答弁内容

町内会合併について
碧水地区４町内で合併の協議がなされている
が、町として進捗状況を把握しているのか？

32 年 1 月を合併目標として聞いているが、
各種要望は寄せられている。具体的な合併
日程が決まれば対処して行きたい。

ひまわり油再生プロジェクト
について

地方創生交付金が無くなり、今後のひまわり
油の方向性は？

油については好調な売上実績となってい
る。化粧品など他の方面での活用も検討し
ている。推進室を新設し取り組んでいる。

老人憩いの家の今後について 老朽化による改修などの考えは有るのか？
現施設での活用をする。葬儀場としての活
用が主である。今後については総合計画な
どで示して行きたい。

商業活性化施設について
駐車場の冬期除排雪・出入り口について懸念
されているが対処しているのか？

まだ 1年を経過していないので、今後の状
況を見て判断したい。


